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こ
の
一
洋
の
作
品
を
初
め
て
見
た
の
は
、
も
う
二
〇
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
す
。

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
禁
門
の
変
、
い
わ
ゆ
る
「
ど
ん
ど
焼
け
」
の
際
、
兵

火
を
被
っ
た
と
い
う
堀
川
に
近
い
古
い
商
家
の
お
座
敷
で
拝
見
し
ま
し
た
。
小
振

り
な
四
曲
の
屏
風
に
、
優
美
な
踊
り
衣
裳
の
少
女
が
五
人
、
大
正
時
代
初
期
の

京
都
の
日
本
画
に
あ
り
が
ち
な
、
油
絵
調
の
少
し
濃
い
色
彩
で
画
か
れ
て
い
ま
し

た
。
少
女
達
の
瞳
は
円
く
、
大
き
く
、
泰
西
名
画
の
少
女
の
よ
う
に
つ
ぶ
ら
で
し

た
。
題
名
は
「
七
夕
踊
」。
白
峯
神
宮
の
精
大
明
神
例
祭
の
行
事
で
、
蹴
鞠
と
七

夕
小
町
踊
り
が
催
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
七
夕
小
町
踊
り
と
呼
ば
れ
て
い
る
行
事

に
題
材
を
求
め
た
作
品
な
の
で
す
。
こ
の
行
事
は
現
在
も
、
七
月
七
日
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
絵
を
拝
借
し
て
展
示
す
る
か
ら
に
は
是
非
観
た
い
と
思
い
、
そ

の
日
を
待
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
当
日
は
午
後
か
ら
大
雷
雨
と

な
り
、
行
事
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
局
そ
れ
以
後
、
行
事
を
観
る

機
会
が
な
く
、
未
だ
に
観
て
お
り
ま
せ
ん
。

白
峯
神
宮
の
七
夕
踊
り
の
由
来
や
風
俗
は
、
ど
な
た
か
、
よ
り
詳
し
い
方
に

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
作
品
で
見
る
か
ぎ
り
、
祇
園
祭
の
稚
児
の

風
俗
と
同
様
、き
わ
め
て
古
風
で
優
雅
。
い
わ
ゆ
る
上
国
の
趣
を
伝
え
て
い
ま
す
。

元
禄
時
代
（
十
七
世
紀
末
）
の
華
や
か
な
衣
裳
を
つ
け
た
十
三
人
の
少
女
が
、

か
つ
て
は
文
使
い
、
花
使
い
の
道
中
に
従
っ
て
御
所
へ
伺
候
し
た
と
い
い
ま
す

が
、
こ
の
絵
の
画
か
れ
た
大
正
時
代
頃
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
少
女

ら
は
手
に
手
に
鼓
を
提
げ
て
、急
ぎ
足
に
木
橋
を
渡
っ
て
ゆ
き
ま
す
。「
七
夕
踊
」

が
画
か
れ
た
の
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、
作
者
で
あ
る
梥
本
一
洋
二
十
五

歳
の
時
で
す
。

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）、
下
京
の
油
小
路
四
條
上
ル
に
、
染
織
図
案

を
家
業
と
す
る
家
の
長
男
に
生
ま
れ
た
一
洋
（
本
名
謹
之
助
）
は
、
高
等
小
学

校
を
卒
業
す
る
と
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
へ
、
そ
し
て
更
に
、
京
都
市
立

絵
画
専
門
学
校
へ
と
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
京
都
の
、
染
織
工
芸
を

業
と
す
る
家
の
子
弟
の
多
く
が
選
ん
だ
お
き
ま
り
の
コ
ー
ス
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
祖
父
、
父
も
日
本
画
の
素
養
の
あ
っ
た
梥
本
家
で
は
、
子
供
達
が
将
来
、

日
本
画
家
と
し
て
立
つ
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
し
た
。
大
正
四
年
、
謹
之
助

は
絵
画
専
門
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
山
元
春
挙
の
画
塾
（
早
苗
会
）
に
入
門

し
ま
し
た
。
春
挙
は
当
時
、
円
山
応
挙
以
来
の
写
生
画
の
伝
統
を
嗣
ぐ
円
山

派
の
旗
手
と
し
て
、
四
條
派
の
竹
内
栖
鳳
と
並
び
称
さ
れ
る
存
在
で
し
た
。

上
京
を
画
い
た
名
画

「
七
夕
踊
」（
梥
本 

一
洋
画
）

び

か
た

美

加
藤
類
子

美
術
史
家
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日
本
画
の
近
代
化
を
図
る
た
め
に
写
真
術
を
学
び
、
流
水
の
表
現
や
岩
石
の
描

法
な
ど
に
、
新
生
面
を
拓
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

塾
生
と
な
っ
た
謹
之
助
は
、「
一
洋
」
の
雅
号
を
授
か
り
、
こ
の
年
の
第
９
回

文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
に
、「
壬
生
狂
言
の
楽
屋
」
と
題
し
た
作
品
を
出

品
し
て
初
入
選
し
ま
す
。「
道
成
寺
」や「
安

達
ケ
原
」
な
ど
の
出
し
物
を
演
じ
終
わ
っ

た
翁
と
、
般
若
面
を
手
に
語
り
合
う
若
い

壬
生
寺
の
僧
を
画
い
て
、中
身
も
あ
る
仲
々

の
力
作
で
し
た
。
そ
し
て
、
翌
大
正
五
年

の
文
展
に
は
、
盂
蘭
盆
の
民
間
行
事
を
画

い
た
「
送
り
火
」
を
画
き
ま
し
た
。
京
都

に
豊
富
な
季
節
毎
の
民
俗
芸
能
や
行
事
を

素
材
に
、
一
種
の
風
俗
画
に
仕
立
て
た
も

の
で
す
が
、
東
京
の
日
本
美
術
院
の
画
家

た
ち
が
画
く
歴
史
画
も
、
若
い
一
洋
に
は
、

画
い
て
み
た
い
憧
れ
の
対
象
だ
っ
た
に
相

違
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
方
、
一
洋

の
周
辺
で
は
、西
洋
絵
画
、特
に
、ゴ
ー
ギ
ャ

ン
や
セ
ザ
ン
ヌ
に
象
徴
さ
れ
る
後
期
印
象

派
の
画
家
た
ち
の
作
品
や
、
イ
タ
リ
ア
初

期
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
画
家
た
ち
の
作
品
、

あ
る
い
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
石
窟
寺
院
の

壁
画
に
見
ら
れ
る
妖
し
い
官
能
性
を
秘
め

た
菩
薩
た
ち
が
、
若
い
画
家
の
関
心
を
集

め
て
い
ま
し
た
。
大
阪
の
院
展
画
家
、
北

野
恒
冨
の
作
風
な
ど
も
、
一
洋
を
刺
激
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
迷
い
の
中
で
揺
れ
動
い
た
時
代
と
言
え
そ
う
で
す
。「
七

夕
踊
」
は
、
一
洋
の
こ
の
よ
う
な
迷
い
の
時
代
の
さ
な
か
に
画
か
れ
ま
し
た
。

け
れ
ど
こ
れ
は
、
同
時
期
の
他
の
作
品
に
較
べ
る
と
、
非
常
に
素
直
な
作
品
で

す
。
観
念
的
な
描
写
は
一
切
な
く
、
少
女
た
ち
は
美
麗
な
時
代
衣
裳
を
纏
っ
て

い
な
が
ら
生
き
生
き
と
活
発
で
、
ま
る
で
前
を
行
く
祭

の
行
列
に
追
い
付
こ
う
と
急
ぐ
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

実
際
の
取
材
、
写
生
の
力
が
あ
り
あ
り
と
出
た
作
品
で

す
。
知
人
の
依
頼
に
応
じ
て
画
か
れ
た
も
の
で
、
い
わ

ゆ
る
展
覧
会
へ
の
出
品
画
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
を

尽
く
し
て
画
か
れ
て
い
ま
す
。
余
程
懇
意
な
、
大
切
な

依
頼
者
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

大
正
末
頃
か
ら
一
洋
は
次
第
に
、
端
正
な
大
和
絵
の

様
式
に
よ
る
歴
史
画
を
専
ら
画
く
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
き

ま
し
た
。
歴
史
画
は
京
都
の
画
壇
で
は
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
少
数
派
で
す
。
圧
倒
的
に
花
鳥
画
の
多
い
環
境

の
中
で
、
一
洋
の
存
在
は
、
菊
池
契
月
と
と
も
に
貴
重

な
も
の
で
し
た
。
住
居
も
京
都
御
所
に
近
い
上
京
区
下

長
者
町
新
町
に
移
し
て
、
朝
な
夕
な
に
京
都
御
苑
や
大

内
山
を
望
む
環
境
で
画
き
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
少
時
よ

り
始
め
た
謡
曲
や
仕
舞
は
一
洋
の
作
品
に
深
い
影
響
を

与
え
ま
し
た
。

昭
和
の
一
洋
は
母
校
の
教
授
と
し
て
、
後
進
の
指
導

に
熱
心
に
当
た
り
ま
し
た
。
戦
後
は
大
和
絵
か
ら
離
れ

た
、
風
景
画
に
新
境
地
を
求
め
ま
し
た
が
、
昭
和

二
十
七
年（
一
九
五
二
）、五
十
八
歳
で
世
を
去
り
ま
し
た
。

梥
まつ

本
もと

　一
いち

洋
よう

作　七夕踊　1918 年　個人蔵
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中
立
売
通
は
烏
丸
通
に
面
し
た
京

都
御
苑
の
中
立
売
御
門
に
始
ま
り
ま

す
。
京
都
御
苑
の
周
囲
の
門
は
、
ほ

と
ん
ど
が
明
治
初
年
の
公
園
化
に

よ
っ
て
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
が
、

こ
の
門
は
江
戸
時
代
か
ら
同
じ
位
置

に
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
京
都
御

所
の
勝
手
口
で
あ
る
御お
き
よ
ど
こ
ろ

清
所
門
に
通

じ
る
公
家
町
の
通
用
門
で
し
た
。

　

烏
丸
通
か
ら
西
へ
一
直
線
に
六
軒

町
通
ま
で
約
一
・
八
キ
ロ
、
平
安
京
で

は
幅
四
丈
（
約
一
二
メ
ー
ト
ル
）
の

正お
お
ぎ親
町ま
ち

小
路
に
当
た
り
ま
す
。
正
親

町
と
は
正
親
司
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
通
り
名
と
な
り
ま
し
た
。
正
親
司

は
「
お
お
き
み
の
つ
か
さ
」
と
読
み
、

皇
族
の
戸
籍
を
扱
う
役
所
で
し
た
。

　

さ
き
に
一
直
線
の
道
路
と
書
き
ま

し
た
が
、
よ
く
見
る
と
舗
装
で
色
分

け
さ
れ
た
車
道
と
歩
道
が
少
し
ず
つ

喰
い
違
っ
て
お
り
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
植
込
み
も
見
ら
れ
ま
す
。
中
立

売
通
は
平
成
三
年
に
堀
川
ま
で
の

七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
を
車
と
人
が

共
存
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
と
し

て
整
備
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

　

烏
丸
通
か
ら
西
へ
入
っ
た
北
側
に

中
立
売
室
町
交
番
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
一
画
に
明
治
十
二
年
に
上
京
警

察
署
が
設
置
さ
れ
、
明
治
二
十
五
年

に
中
立
売
警
察
署
と
改
め
ら
れ
ま
し

た
。
の
ち
新
町
下
長
者
町
に
移
り
、

今
年
の
三
月
三
十
一
日
に
西
陣
警
察

署
と
統
合
す
る
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。

　

　

室
町
か
ら
西
洞
院
ま
で
の
二
町
の

間
は
文
教
地
区
と
い
え
る
よ
う
な
区

域
で
し
た
。
北
側
に
は
明
治
二
十
四

年
に
市
立
第
一
高
等
小
学
校
、
明
治

二
年
に
後
の
市
立
中
立
小
学
校
、
南

側
に
は
明
治
三
十
五
年
に
私
立
女
子

手
芸
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
開
校
し
て
い

ま
す
。

　

第
一
高
等
小
学
校
は
学
制
改
革 中立売御門

中
立
売
通

文
京
地
区

上
京
の
史
蹟
　

そ
の
15

中
立
売
通

お
お
じ

こ
う
じ
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か
い
に
あ
っ
た
正
念
寺
も

ホ
テ
ル
の
建
設
に
よ
り
北

側
の
西
洞
院
角
へ
移
っ
て

い
ま
す
。

　

小
川
の
東
北
角
に
は
国

文
学
者
で
仮
名
書
家
と
し

て
知
ら
れ
た
山
本
行こ
う
は
ん範

（
一
八
七
二
〜
一
九
四
一
）

の
住
宅
が
あ
り
、
今
年
六

月
に
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

木
造
二
階
建
瓦
葺
の
主
屋

は
建
築
面
積
二
五
八
平
方

メ
ー
ト
ル
、
昭
和
十
五
年

頃
に
建
て
ら
れ
洋
間
を
付

設
し
、
意
匠
、
規
模
と
も

に
優
れ
た
近
代
和
風
住
宅

で
す
。
南
側
に
は
正
門
、
西
側
に
勝

手
門
を
開
き
、
通
り
に
面
し
た
白
壁

の
土
蔵
と
と
も
に
板
塀
で
囲
み
、
落

ち
つ
い
た
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
向
か
い
側
は
昭
和
十
二
年
に

現
在
地
に
移
る
ま
で
上
京
区
役
所
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
明
治
十
二
年
、

京
都
府
に
上
京
区
と
下
京
区
が
置
か

（
六
三
制
）
に
よ
り
上
京
中
学
校
と
な

り
、
中
立
小
学
校
も
統
合
し
て
新
町
小

学
校
が
発
足
し
ま
し
た
。
手
芸
学
校
も

橘
女
子
高
校
と
改
称
し
ま
し
た
が
伏
見

へ
移
転
し
、
そ
の
あ
と
は
ホ
テ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
町
東
入
の
北
側
に
は
、
幕
末
京
都

の
宮
廷
画
家
と
し
て
大
き
な
画
派
を

誇
っ
た
原
家
の
住
宅
が
最
近
ま
で
残

り
、
そ
の
南
側
に
は
文
化
・
文
政
期

の
儒
者
と
し
て
知
ら
れ
た
皆み
な
が
わ川
淇き
え
ん園

（
一
七
三
四
〜
一
八
〇
七
）
が
住
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
中
立
小
学
校
の
向

れ
、
こ
こ
に
上
京
区
役
所
が
開
設
さ

れ
、
や
が
て
明
治
二
十
二
年
、
京
都

市
の
自
治
権
が
認
め
ら
れ
、
知
事
か

ら
京
都
市
長
の
管
轄
に
移
行
し
ま
す
。

な
お
、
上
京
区
の
南
部
は
昭
和
四
年

に
中
京
区
と
な
り
、
北
部
は
昭
和

三
十
年
に
北
区
と
な
り
ま
し
た
。

コミュニティ道路

山本家住宅
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油
小
路
の
西
南
角
に
異
様
な
壁
面
を

見
せ
る
建
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
旧

西
陣
電
話
局
で
、
京
都
市
の
登
録
有
形

文
化
財
か
ら
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と

な
り
、
昨
年
七
月
に
は
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。大
正
十
一
年
、

ま
だ
軒
の
低
い
町
家
が
密
集
し
た
中
に

突
如
あ
ら
わ
れ
た
三
階
建
の
洋
館
、
し

か
も
そ
の
壁
画
や
庇
裏
に
は
羽
衣
を
ま

と
っ
た
よ
う
な
女
性
像
の
レ
リ
ー
フ
が

は
め
こ
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
正
面

に
五
十
枚
、
東
側
の
庇
に
七
十
二
枚
、

さ
ら
に
抽
象
化
さ
れ
た
ト
ル
ソ
ー
が
三

体
、
女
性
の
電
話
交
換
手
や

西
陣
織
の
女
工
を
意
識
し
た

の
か
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。

当
の
女
工
ら
は
赤
ら
め
た
顔

を
伏
せ
て
通
り
過
ぎ
た
と
い

う
話
も
語
り
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
設
計
し
た
の
は

岩い
わ
も
と
ろ
く

元
禄
（
一
八
九
三
〜

一
九
二
二
）
と
い
う
逓
信
省
の
若
い
設

計
技
師
で
、
表
現
主
義
的
な
建
築
家
と

し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
独
創
的
な
電

話
局
局
舎
を
ほ
か
に
も
二
局
設
計
し
て

お
り
、
母
校
の
東
京
帝
国
大
学
の
助
教

授
に
も
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
が
、
二
十
九

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
面
に
は
半
楕
円
形
断
面
の
柱
三
本

を
立
て
、
二
階
の
弓
形
出
窓
の
周
囲
に

レ
リ
ー
フ
を
半
楕
円
形
に
飾
り
つ
け
、

柱
の
上
部
に
は
裸
婦
像
を
の
せ
た
大
胆

な
意
匠
は
、
岩
元
禄
の
現
存
す
る
唯
一

の
作
品
と
し
て
貴
重
な
建
造
物
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

堀
川
に
は
石
橋
が
ど
っ
し
り
と
架

か
っ
て
い
ま
す
。
欄
干
の
親
柱
に
は

「
堀
川
第
一
橋
」、
明
治
六
年
の
刻
銘
が

あ
っ
て
百
三
十
四
年
の
歳
月
を
経
て
い

ま
す
。
こ
の
橋
に
つ
い
て
は
本
誌
二
二

号
（
平
成
十
四
年
三
月
刊
）
の
堀
川
通

で
、
す
で
に
書
い
て
い
ま
す
の
で
詳
細

は
省
略
し
ま
す
が
、
橋
の
下
へ
は
西
北

詰
に
石
段
が
あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け

て
降
り
て
く
だ
さ
い
。
見
事
な
石
の
造

形
を
下
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

明
治
二
十
八
年
四
月
、
第
四
回
内
国

勧
業
博
覧
会
が
岡
崎
で
開
か
れ
る
の
を

機
に
、
伏
見
京
橋
の
舟
乗
り
場
か
ら
竹

田
街
道
・
木
屋
町
・
二
条
通
を
経
て
会

場
ま
で
日
本
最
初
の
営
業
用
電
車
が
開

通
し
ま
し
た
。
そ
の
八
月
、
木
屋
町
二

条
か
ら
寺
町
・
丸
太
町
・
烏
丸
・
下
立

旧西陣電話局

堀
川
第
一
橋
と

北
野
線
電
車

堀川第一橋

旧
西
陣
電
話
局
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売
を
府
庁
前
ま
で
、
さ
ら
に
九
月
に
は

東
堀
川
を
中
立
売
ま
で
延
長
し
ま
す
。

そ
の
後
、
明
治
三
十
三
年
に
な
っ
て
中

立
売
通
の
南
側
を
拡
張
し
て
下
ノ
森
ま

で
開
通
し
た
の
で
す
。

　

東
堀
川
か
ら
中
立
売
へ
、
堀
川
第
一

橋
の
下
流
側
を
急
カ
ー
ブ
で
曲
が
り
鉄

橋
を
渡
り
ま
し
た
。
六
十
年
ほ
ど
前
の

終
戦
直
後
、
こ
の
鉄
橋
か
ら
電
車
が
脱

線
し
堀
川
へ
転
落
す
る
と
い
う
大
事
故

も
起
き
て
い
ま
す
。
今
も
堀
川
の
西
岸

に
は
煉
瓦
造
の
橋
台
が
残
り
往
年
の
鉄

橋
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。
や
が
て
、
こ

の
橋
の
下
に
も
水
が
流
れ
、
親
水
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
宮
か
ら
西
方
一
帯
は
聚
楽
第
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
も
本
誌

二
〇
号
（
平
成
十
三
年
三
月
刊
）
に
述

べ
て
お
り
ま
す
の
で
省
略
し
ま
す
が
、

正
親
小
学
校
の
東
、
裏
門
通
の
角
に
あ

る
小
さ
な
石
標
だ
け
が
、
そ
の
名
残
り

を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
石
標
も
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塀
に
接
し
て
見
付
け
に
く

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
フ
ェ
ン
ス
に

な
り
下
部
が
掘
り
起
こ
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
大
宮
の
東
南
角
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

西
陣
の
工
事
の
際
に
発
見
さ
れ
た
聚
楽

第
東
堀
跡
の
金
箔
瓦
は
、
平
成
四
年
六

月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

初
め
て
聚
楽
第
が
文
化
財
の
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。

　

千
本
を
越
え
六
軒
町
で
一
条
下
ノ
森

へ
斜
め
に
新
道
が
開
か
れ
、
こ
ど
も
文

化
会
館
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
北
野
車
庫

に
た
ど
り
つ
き
、
明
治
三
十
五
年
、
北

野
天
満
宮
の
大
萬
燈
祭
に
合
わ
せ
て
線

路
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。（

出
雲
路
敬
直
） 北野線中立売鉄橋橋台

室
町
通

烏
丸
通

新
町
通

西
洞
院
通

小
川
通

油
小
路
通

堀
川
通

猪
熊
通

葭
屋
町
通

黒
門
通

大
宮
通

浄
福
寺
通

裏
門
通

千
本
通

智
恵
光
院
通

六
軒
町
通

nakadachiuri dori

上
京
中

新
町
小 京

都
御
苑

中
立
売
御
門

●

中
立
売
警
察
署
跡
●

山
本
家
住
宅
●

西
陣
京
極

堀
川
第
一
橋
●

●
旧
西
陣
電
話
局

●
聚
楽
第
東
濠
跡

●
聚
楽
第
跡
石
標

●上京区役所跡
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■
■ 

大だ
い
ご
く
で
ん

極
殿
と
朝ち

ょ
う
ど
う
い
ん

堂
院 
■

■

　

千
本
丸
太
町
の
交
差
点
付
近
に
は
、

平
安
時
代
、
大
極
殿
と
呼
ば
れ
る
建

物
が
あ
り
ま
し
た
。
大
極
殿
は
現
在

の
国
会
議
事
堂
に
相
当
す
る
建
物
で

す
。
桓
武
天
皇
が
こ
の
中
央
に
設
け
ら

れ
た
高た
か

御み

座く
ら

に
座
し
て
、
平
安
京
で
最

初
の
朝
賀
を
受
け
た
の
は
延
え
ん
り
ゃ
く暦
十
五
年

（
七
九
六
）
正
月
の
こ
と
で
し
た
。
大
極

殿
は
朝
堂
院
と
呼
ば
れ
る
施
設
の
正
殿

で
、
朝
堂
院
は
、
八は
っ
し
ょ
う
い
ん

省
院
と
も
呼
ば
れ
、

中な
か
つ
か
さ
務
省
・
式し
き
ぶ部
省
・
治じ

ぶ部
省
な
ど
八

省
の
役
人
が
執
務
を
行
っ
た
場
所
で
し

た
。
周
囲
は
塀
と
廊
下
が
組
み
合
わ
さ

れ
た
回
廊
で
囲
ま
れ
、
南
北
一
五
六
丈

（
約
四
六
六
メ
ー
ト
ル
）、
東
西
六
四
丈

（
一
九
一
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
広
大
な
敷

地
を
占
め
て
い
ま
し
た
。（
図
１
・
図
２
）

こ
れ
は
現
在
の
千
本
通
二
条
か
ら
丸
太

町
通
り
を
越
え
た
あ
た
り
ま
で
が
そ
の

範
囲
に
入
り
ま
す
。
大
極
殿
は
こ
の
北

部
、
龍り
ゅ
う
び
だ
ん

尾
壇
と
い
う
壇
の
上
に
建
っ
て

い
ま
し
た
。
東
西
十
一
間
（
約
五
三
メ
ー

ト
ル
）、
南
北
五
間
（
約
二
一
メ
ー
ト
ル
）

の
巨
大
な
建
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
岡
崎
に
あ
る
平
安

上
京
の
埋
蔵
文
化
財

│
大
極
殿
出
土
の
瓦
│

│
大
極
殿
出
土
の
瓦
│

大極殿

図２　平安宮模型　（京都アスニー展示）

調査１

調査２ 今回の調査

図１　朝堂院模式図と調査位置
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神
宮
の
拝
殿
は
遷
都
一
一
〇
〇
年
を
記

念
し
て
、
こ
の
大
極
殿
を
八
分
の
五
に

縮
小
し
て
復
元
し
た
も
の
で
す
。

■
■ 

大
極
殿
の
発
掘
調
査 

■

■

　

大
極
殿
は
、
千
本
丸
太
町
の
交
差
点

付
近
の
地
下
に
眠
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

辺
り
は
道
路
と
そ
の
周
辺
に
広
が
る
店

舗
や
民
家
が
密
集
し
て
い
る
所
で
あ
る

た
め
発
掘
調
査
が
困
難
で
、
そ
の
遺
構

は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

わ
ず
か
に
一
九
八
四
年
に
実
施
さ
れ
た

上
京
区
千
本
丸
太
町
上
ル
小
山
町
の
発

掘
調
査
（
図
１
・
調
査
１
）
で
は
、
大

極
殿
院
に
付
属
す
る
北
面
回か
い
ろ
う廊
の
基
壇

の
一
部
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。（
図
３
）

こ
の
基
壇
は
凝ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
の
切
石
を
積
み
上

げ
て
周
り
を
化
粧
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
一
九
九
四
年
に
は
千
本
丸
太
町
の

交
差
点
付
近
で
実
施
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電

話
線
埋
設
工
事
に
伴
う
立
会
調
査
（
図

１
・
調
査
２
）
で
、
大
極
殿
基
壇
の
整

地
土
と
、
南
側
に
取
り
付
く
階
段
の
痕

跡
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調

査
か
ら
、
基
壇
の
大
部
分
は
既
に
削
り

取
ら
れ
て
お
り
、
下
端
の
一
部
が
か
ろ

う
じ
て
残
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

■
■ 

二
〇
〇
六
年
の
調
査 

■

■

　

二
〇
〇
六
年
七
月
、
千
本
丸
太
町
の

交
差
点
の
北
東
角
（
上
京
区
千
本
通
下

立
売
下
ル
小
山
町
）
で
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

の
建
設
に
伴
っ
て
、
試
掘
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
図
１
・
今

回
の
調
査
）。
こ
こ
は
、
大
極
殿
の
南
東

隅
に
当
た
る
部
分
で
、
大
極
殿
に
関
連

し
た
遺
構
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
結
果
的
に
は
、

そ
の
痕
跡
は
全
く
み
つ
か
ら
ず
、か
わ
っ

て
江
戸
時
代
の
柱
穴
や
土ど
こ
う壙
（
穴
）
が

み
つ
か
り
ま
し
た（
図
４
）。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
江
戸
時
代
の
土
壙
の
中
か
ら
平
安

時
代
の
瓦
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た

（
図
５
）。
お
そ
ら
く
、
周
辺
に
散
乱
し

て
い
た
瓦
を
、
江
戸
時
代
に
穴
を
掘
っ

て
整
理
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
■ 

出
土
し
た
瓦 

■

■

　

調
査
で
み
つ
か
っ
た
瓦
の
中
に
は
緑
り
ょ
く

釉ゆ
う

瓦
（
緑
色
の
釉
薬
を
施
し
た
瓦
）
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
（
図
６
）。
緑

釉
瓦
は
、
平
安
京
内
で
は
大
極
殿
の
ほ

か
、
豊ぶ
ら
く楽
殿で
ん
（
饗
宴
の
場
と
し
て
朝
堂

院
の
西
隣
に
造
営
さ
れ
た
豊
楽
院
の
正

殿
）、
東
寺
や
西
寺
な
ど
特
に
重
要
な

建
物
だ
け
に
葺
か
れ
た
特
別
な
瓦
で

す
。
今
回
み
つ
か
っ
た
瓦
は
、
そ
の
位

置
か
ら
大
極
殿
に
葺
か
れ
て
い
た
も
の

と
み
て
よ
さ
そ
う
で
す
。
し
か
も
よ
く

観
察
す
る
と
焼
け
た
痕
跡
を
と
ど
め

図４　2006 年度調査地全景（東から）

図５　瓦がみつかった土壙（穴）

図３　大極殿院北回廊（1984 年度）（北東から）
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て
い
る
破
片
も
あ
り
ま
す
。
大
極
殿
は

延
暦
十
五
年
に
完
成
し
て
か
ら
、
度
々

火
災
で
焼
失
し
、
そ
の
た
び
に
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
安あ
ん
げ
ん元
三
年

（
一
一
七
七
）
の
大
火
（
太
郎
焼
亡
）
で

焼
失
し
て
か
ら
は
再
建
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
焼
け
た
瓦
は
こ
う
し
た
火
災

の
事
実
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

な
お
、
調
査
で
み
つ
か
っ
た
緑
釉
瓦

は
、
軒の
き

瓦
、
丸
瓦
、
熨の
し

斗
瓦
（
棟
に
用

い
ら
れ
る
平
瓦
を
半
裁
し
た
も
の
）
に

限
ら
れ
て
お
り
、
通
常
の
平
瓦
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
極

殿
の
屋
根
は
、
軒
先
と
丸
瓦
、
棟
の
部

分
の
み
が
緑
釉
で
、
平
瓦
は
通
常
の
瓦

が
葺
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
平
安
神
宮
の
拝
殿
は
全
て
緑
釉
瓦

で
葺
か
れ
て
い
る
の
で
こ
の
点
は
異
な

り
ま
す
。■

■ 

三
彩
の
鴟し

び尾 

■

■

　
　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
瓦
の
中
に

普
通
の
瓦
と
は
異
な
っ
た
破
片
が
二
点

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
一
点
は
長
辺

八
．
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
短
辺
四
．

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
破
片

で
す
（
図
６

−

１
）
表
面
に
は
断
面

三
角
形
の
筋
が
数
条
施
さ

れ
、
裏
側
は
剥
離
し
て
い

ま
す
。
も
う
一
点
（
図
６

−

２
）
は
長
辺
一
二
．
七

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
短
辺

四
．
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
破
片
で
、
片
側
に
は
棒

の
先
で
つ
つ
い
た
よ
う
な

小
さ
な
穴
が
多
数
あ
い
て

い
ま
す
。
詳
し
く
調
べ
た

結
果
、
前
者
は
鴟
尾
（
大
棟
の
両
端
に

あ
る
棟
飾
）
の
破
片
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
後
者
は
鬼
瓦
に

施
さ
れ
た
鬼
の
眉
部
分
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
も
表
面
に
緑
釉

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
さ

ら
に
観
察
す
る
と
釉
薬

に
褐
色
や
透
明
の
部
分

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
緑
釉
は
中

国
の
唐
三
彩
の
影
響
を

受
け
て
日
本
で
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
釉
薬

で
す
。
黒
鉛
を
加
熱
融

解
し
て
鉛
丹
を
作
り
、こ
れ
に
白
石
（
石

英
）
を
加
え
る
と
鉛
ガ
ラ
ス
に
近
い
透

明
の
釉
薬
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
緑
青

（
銅
の
錆
）
を
加
え
る
と
緑
釉
に
、
緑

青
の
代
わ
り
に
赤
土
（
鉄
分
の
多
い
土
）

を
加
え
る
と
黄
あ
る
い
は
褐
色
釉
と
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
上
述
の
二
点
は

透
明
・
緑
色
・
褐
色
の
三
種
の
釉
薬
が

施
さ
れ
た
、
三
彩
で
あ
る
こ
と
か
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
極
殿

の
屋
根
は
緑
釉
の
瓦
で
葺
か
れ
、
最
も

目
立
つ
鴟
尾
や
鬼
瓦
に
は
三
彩
が
施
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

図６　2006 年度調査でみつかった緑釉瓦

図７　鴟尾模式図（○印がみつかった部分）

1. 鴟尾

2. 鬼瓦
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■
■ 

鴟
尾
の
生
産
地 

■

■

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
鴟
尾
は
ど
こ
で
作

ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
、
こ
の
破
片

と
非
常
に
よ
く
似
た
も
の
が
、
上か
み

ノ
庄
し
ょ
う

田だ

瓦が

窯よ
う

跡あ
と
（
図
８
）
で
み
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
上
ノ
庄
田
瓦
窯
は
北
区
西
賀
茂

上
庄
田
町
に
あ
る
平
安
時
代
前
期
の
官

営
瓦
工
房
跡
で
、
鴨
川
右
岸
の
段
丘
斜

面
を
利
用
し
て
二
基
の
窯
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
段
丘
の
上
に
は
工
房
と
み
ら

れ
る
建
物
や
、
瓦
を
干
す
広
場
も
認
め

ら
れ
ま
す
。
問
題
の
鴟
尾
（
図
９
）
は

二
〇
〇
〇
年
の
調
査
で
み
つ
か
っ
た
も

の
で
、
幅
約
一
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
胴
部
の

破
片
と
み
ら
れ
ま
す
。
表
面
に
は
鳳ほ
う
お
う凰

が
レ
リ
ー
フ
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
大

極
殿
で
み
つ
か
っ
た
破
片
は
鳳
凰
の
後

頭
部
に
長
く
延
び
る
羽
の
部
分
と
極
め

て
よ
く
似
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
同
一

工
人
に
よ
る
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
上
ノ
庄
田
瓦
窯
の
調
査
報
告
書

で
は
、
鴟
尾
の
破
片
は
こ
こ
で
作
製
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
窯
を
築
く
材
料

と
し
て
、
他
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
西
賀
茂
一
帯

に
は
、
角す
み
や
し
ろ社
瓦
窯
跡
や
鎮ち
ん
じ
ゅ
あ
ん

守
庵
瓦
窯
跡

な
ど
平
安
時
代
前
期
の
瓦
窯
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
お

そ
ら
く
上
ノ
庄
田
瓦
窯
の
鴟
尾
も
今
回

大
極
殿
で
み
つ
か
っ
た
鴟
尾
も
、
こ
れ

ら
西
賀
茂
一
帯
の
窯
跡
で
焼
か
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
■ 

お
わ
り
に 

■

■

　

朝
堂
院
の
西
側
に
造
営
さ
れ
た
豊

楽
院
の
正
殿
で
あ
る
豊
楽
殿
で
は
、

一
九
八
七
〜
八
八
年
の
調
査
で
多
く
の

緑
釉
瓦
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

の
鬼
瓦
の
一
部
に
や
は
り
三
彩
が
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
発
見
に
よ
っ
て
、
平
安

宮
を
代
表
す
る
豊
楽
殿
と
大
極
殿
二
つ

の
建
物
が
、
緑
釉
瓦
で
飾
ら
れ
、
し
か

も
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
る
鴟
尾
や
鬼
瓦

が
三
彩
で
彩
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
の
調
査
で
み
つ
か
っ

た
朝
堂
院
出
土
の
瓦
に
は
建
物
を
彩
っ

て
い
た
と
み
ら
れ
る
朱
が
付
い
て
い
る

も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
朝

堂
院
の
建
物
や
大
極
殿
の
柱
は
朱
色
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
基
壇
は
凝
灰

岩
で
白
っ
ぽ
い
黄
色
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
桓
武

天
皇
の
造
営
し
た
平
安
宮
は
思
っ
た
以

上
に
煌
び
や
か
な
姿
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（
財
）
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

吉
崎　
　

伸

図８　上ノ庄田瓦窯全景（東から）

図９　上ノ庄田瓦窯の鴟尾（○印部が大極殿のものと類似）

京
・
上
御
霊
前
烏
丸
西

☎
〇
七
五
・
四
四
一
・
〇
六
一
〇
㈹
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来
る
二
〇
〇
八
年
を
「
源
氏
物
語
千

年
紀
」
と
定
め
、
十
一
月
一
日
に
は
記

念
式
典
を
予
定
し
、
そ
れ
に
向
け
て
京

都
が
中
心
と
な
り
関
連
の
都
市
を
巻
き

込
ん
で
諸
行
事
の
計
画
が
進
行
中
で
あ

る
。
つ
ま
り
来
年
は
世
界
最
古
の
長
編

小
説
『
源
氏
物
語
』
が
世
に
知
ら
れ
て

か
ら
千
年
に
あ
た
る
が
、
そ
の
背
景
を

考
え
て
み
よ
う
。

　

今
か
ら
千
年
前
の
寛
弘
五
年

（
一
〇
〇
八
）
、
政
界
の
頂
点
に
い
た

藤
原
道
長
の
娘
で
一
条
天
皇
中
宮
の

彰し
ょ
う
し子
は
、
出
産
を
控
え
て
内
裏
か
ら
生

ま
れ
育
っ
た
土つ
ち
み
か
ど

御
門
殿ど
の

に
里
下
が
り
し

て
来
た
。
そ
れ
に
多
く
の
女
房
が
付
き

従
っ
た
が
、
そ
の
な
か
に
紫
式
部
が
い

た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
道
長
か
ら
「
出

産
前
後
の
様
子
を
詳
細
に
記
録
す
る
よ

う
に
」
と
命
ぜ
ら
れ
、
そ
う
し
て
で
き

た
の
が
『
紫
式
部
日
記
』
で
あ
る
。

　

冒
頭
に
秋
色
漂
う
豪
邸
の
様
子
を

「
秋
の
け
は
ひ
入
り
立
つ
ま
ま
に
、
土

御
門
殿
の
あ
り
さ
ま
、
い
は
む
か
た
な

く
を
か
し
」
と
記
し
た
紫
式
部
は
、
皇

子
の
誕
生
と
狂
喜
す
る
道
長
、
行
幸
し

て
来
て
皇
子
と
初
対
面
す
る
一
条
天

皇
、
三
夜
・
五
夜
の
祝
宴
な
ど
悦
び
に

満
ち
た
土
御
門
殿
で
の
催
事
を
日
記
に

活
写
し
て
い
る
。

　

若
宮
の
五
十
日
の
祝
い
が
土
御
門
殿

で
盛
大
に
行
わ
れ
た
の
が
十
一
月
一

日
。
着
飾
っ
た
女
房
た
ち
が
寄
り
集
ま

り
、
中
宮
と
若
宮
の
前
に
は
御
膳
が
並

べ
て
あ
る
。
別
室
の
宴
席
で
は
藤
原

公き
ん
と
う任
が
「
こ
の
あ
た
り
に
若
紫
が
控
え

て
い
ま
せ
ん
か
」
と
几
帳
の
間
か
ら
問

い
か
け
、
聞
き
流
す
紫
式
部
。
こ
の
記

述
で
『
源
氏
物
語
』
の
存
在
を
知
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
『
源
氏
物
語
』

を
女
房
た
ち
に
読
ま
せ
て
聞
い
て
い
る

天
皇
、
中
宮
彰
子
の
前
に
お
い
て
あ
る

『
源
氏
物
語
』
を
見
る
道
長
、
と
い
っ

た
描
写
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
源
氏
物

語
』
の
存
在
の
証
で
あ
る
。

　

こ
の
外
孫
の
一
日
も
早
い
帝
位
を
望

む
道
長
は
、
眼
病
を
患
う
三
条
天
皇
に

退
位
を
迫
り
、
中
宮
と
な
っ
て
い
た
娘

の
妍け
ん
し子
を
悲
し
ま
せ
た
。
小
倉
百
人
一

首
に
採
ら
れ
て
い
る
天
皇
の
有
名
な

「
心
に
も
あ
ら
で
う
き
世
に
な
が
ら
へ

ば
恋
し
か
る
べ
き
夜
半
の
月
か
な
」
の

一
首
は
、
譲
位
を
一
ヵ
月
後
に
控
え
た

冬
の
皓
々
と
照
る
月
を
見
な
が
ら
心
中

の
苦
し
み
を
吐
露
し
た
も
の
だ
。
代

わ
っ
て
即
位
し
た
の
が
皇
太
子
で
あ
っ

た
九
歳
の
後
一
条
天
皇
で
あ
る
。

　

こ
の
天
皇
に
九
歳
年
長
の
威い

し子
（
彰

子
の
妹
）
が
入
内
し
、
寛
仁
二
年

（
一
〇
一
八
）
十
月
十
六
日
に
女
御
か

ら
皇
后
に
冊
立
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
で

三
后
（
太
皇
太
后
＝
彰
子
、
皇
太
后
＝

妍
子
、
皇
后
＝
威
子
）
を
わ
が
娘
で
独

占
し
た
悦
び
を
道
長
は
「
こ
の
世
を
ば

﹁
源
氏
物
語
千
年
紀
﹂
　
　

　

と
上
京
区

朧
谷
　

壽
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我
が
世
と
ぞ
思
ふ
望
月
の
欠
け
た
る
こ

と
も
な
し
と
思
へ
ば
」
と
詠
ん
だ
。
酔

い
に
任
せ
た
歌
と
は
い
え
、
同
じ
月
を

見
な
が
ら
三
条
天
皇
と
は
大
き
な
違
い

で
あ
る
。

　

こ
の
一
首
は
再
建
間
も
な
い
土
御
門

殿
の
夜
の
宴
席
で
歌
わ
れ
た
が
、
そ
の

土
御
門
殿
で
は
天
皇
と
な
っ
た
三
人
の

外
孫
が
生
ま
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
道
長

の
栄
華
の
舞
台
で
あ
っ
た
。
そ
の
邸
跡

は
、
今
日
の
京
都
御
苑
（
明
治
初
年
ま

で
公
家
町
を
形
成
）
の
東
側
、
仙
洞
御

所
の
北
辺
に
位
置
す
る
。
一
万
坪
の
広

さ
を
誇
る
豪
邸
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を

示
す
も
の
は
何
も
な
く
、
す
べ
て
は
静

寂
の
中
に
眠
っ
て
い
る
。

　

こ
の
土
御
門
殿
と
街
路
を
隔
て
た
東

に
は
道
長
が
創
建
し
、
極
楽
往
生
を

願
っ
て
六
十
二
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
法

成
寺
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
一
本
の
石

碑
を
遺
す
の
み
で
、
そ
の
跡
に
は
府
立

鴨
沂
高
等
学
校
が
建
つ
。

　

土
御
門
殿
跡
の
西
に
は
天
皇

の
居
所
と
し
て
知
ら
れ
る
京
都

御
所
が
あ
る
。
そ
の
前
身
が
里

内
裏
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と

は
何
度
か
あ
る
も
の
の
、
御
所

と
し
て
定
着
す
る
の
は
十
四
世

紀
中
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

明
治
天
皇
に
よ
る
東
京
移
徙
ま

で
の
五
百
年
余
り
、
こ
の
期
間

が
い
わ
ゆ
る
禁
裏
（
京
都
御

所
）
と
し
て
存
在
し
た
期
間
で

あ
る
。

　

平
安
遷
都
か
ら
千
有
余
年
に

及
ぶ
天
皇
の
居
所
で
あ
っ
た
内

裏
お
よ
び
京
都
御
所
、
そ
し
て
短
期
の

里
内
裏
の
多
く
は
上
京
区
域
に
存
在
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
も
含
み
こ
む

平
安
時
代
の
左
（
東
）
京
の
四
条
大
路

以
北
に
は
皇
族
や
有
力
貴
族
た
ち
が
邸

宅
を
構
え
て
い
た
。
そ
し
て
上
京
区
の

南
限
は
昭
和
初
期
ま
で
三
条
通
り
で

あ
っ
た
か
ら
『
源
氏
物
語
』
の
時
代
に

は
高
級
住
宅
街
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
源
氏
物
語
』の
書
き
出
し
の「
い
づ
れ

の
御
時
に
か
、女
御
、更
衣
あ
ま
た
さ
ぶ
ら

ひ
た
ま
ひ
け
る
」後こ
う
き
ゅ
う宮
世
界
は
、弘こ

徽き

殿で
ん

・
飛ひ
ぎ
ょ
う
し
ゃ

香
舎（
藤
壺
）・
淑し
げ
い
し
ゃ

景
舎（
桐
壺
）

な
ど
七し
ち
で
ん
ご
し
ゃ

殿
五
舎
が
あ
り
、天
皇
の
居
所
で

あ
る
清せ
い
り
ょ
う
で
ん

涼
殿
の
北・東
に
存
在
し
て
い
た
。

身
分
に
応
じ
た
殿
舎
に
住
ま
い
す
る
妻
た

ち
の
天
皇
を
め
ぐ
る
恋
の
争
奪
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
。現
在
，い
く

つ
か
の
殿
舎
の
所
在
を
示
す
石
碑
が
数
ヵ

所
に
建
ち
、来
年
に
向
け
て
か
な
り
の
数

の
建
碑
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
を
た
よ
り
に
『
源
氏
物
語
』

の
後
宮
め
ぐ
り
が
上
京
区
の
新
名
所
と

な
る
日
も
遠
く
な
い
。
さ
ら
に
は
平
安

京
邸
宅
図
を
手
に
、
道
長
の
栄
華
の

跡
、
藤
原
道み
ち
た
か隆
・
定て
い
し子
父
子
を
活
写
す

る
『
枕
草
子
』
の
世
界
、
『
蜻か
げ
ろ
う蛉
日

記
』
の
作
者
な
ど
往
時
の
居
住
者
を
脳

裏
に
描
き
な
が
ら
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
も
一

興
で
あ
る
。

筆者のプロフィール

おぼろや　ひさし
同志社女子大学教授
日本古代史、特に平安時代の政治・文
化・生活空間（平安京）を研究。
著書に『源頼光』、『冷泉家の歴史』（共
著）、『藤原氏千年』、『源氏物語の風
景』、『光源氏が見た京都』、『藤原道
長—男は妻からなり』などがある。
源氏物語千年紀委員会企画部会委員、
上京歴史探訪館運営協議会理事長

〈平安京復元模型（土御門殿部分）京都市提供〉
南北の広い通りが東京極大路（今日の寺町通に相当）で、その右側
の広大な敷地が法成寺、大路をはさんで左側が土御門殿である

※
10
月
６
日
（
土
）
に
「『
源
氏
物
語
』
の
時
代
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。
受
講
料
８
０
０
円
。

　

詳
し
く
は
上
京
区
役
所
総
務
課
（
電
話
４
４
１

−

５
０
２
９
）
ま
で
。

営業時間 11：00　〜　21：00
オーダーストップ　20：30
定 休 日  なし
料　　理 懐石料理　6,300 円〜

京都市中京区柳馬場四条上ル
075-212-8811
HP　http://www.kyoto-tagoto.co.jp/

　京料理のお届けとお召し上がりの店舗です。1 階には
京料理やお弁当・お寿司のお持ち帰り・お届けの展示、
2 階はテーブル席、3 階は小部屋になります。
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「
上
京  

史
蹟
と
文
化
」
は
上
京
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
販
売
致
し
て
お
り
ま
す
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
４
１
─
５
０
４
０
）

表紙／京都御苑／小谷一之撮影

JUNSEI
左京区南禅寺門前　電話 075─761─2311

http://www.to-fu.co.jp

名物ゆどうふ

南 禅 寺

学校法人 北野幼稚園
京都市上京区御前通一条下る　　（北野天満宮バス停下車南１0０m）

創
立
以
来
七
十
余
年
に

わ
た
っ
て
、

和
や
か
な
家
庭
的
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
つ
つ

就
学
前
教
育
の

本
流
を
め
ざ
し
て
、

保
育
を
続
け
て

参
り
ま
し
た
。

幼
児
た
ち
は

楽
し
い
遊
び
を
通
し
て
、

人
生
に
必
要
な
生
き
る

力
の
す
べ
て
を
手
に
し
ま
す
。

℡.463-0111㈹
http://homepage3.nifty.com/kyotokitano_k/




